
 　大阪眼鏡
卸協同組合
（組合員数：
1 4社。理事
長：開髙みど
り）によるメ
ガネの仕入
会「第62回
Eye Glass-
es Fair 202
6 」（ E G F ）
が 、4 月 1 5
日・16日の2

日間、梅田で開催される。
　心機一転、例年の会場から新たに梅

田にあるハービスホール（ハービス
OSAKA B2F）に場所を移し、今まで
以上に活気ある仕入会を目指す。
　出展社は組合員13社とほかに42社
の総勢55社が集まる。眼鏡フレームか
らOEM、日本製ブランド、インポートブ

ランド、各種レンズ、関連商材、パーツ
をはじめ、福井県眼鏡協会からの6社
による「福井産地コーナー」も見逃せな
い。
　さらに、出展社によるプレゼンテー
ションとレンズメーカーによるセミナー
の計7つが用意されている。15日は16
時30分からセイコーオプティカルプロ
ダクツ㈱のレンズグレードアップの提
案、18時から名古屋眼鏡によるトマト
グラッシーズとミニマの紹介。16日は、
10時30分から東海光学の新製品紹
介、11時45分からハグ・オザワの商品
紹介、12時30分からニコン・エシロー
ルの新製品セミナー、13時45分から

サンニシムラの眼鏡の仕上げ術、そし
て最後に14時30分から伊藤光学工
業による被写界深度延長レンズのす
すめとなっている。
　また、購入金額に応じたポイントによ
りクオカードのプレゼントもある。
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　㈱医食同源ドットコム（東京都、代
表取締役：夏目洋司）が運営する、ラボ
グロウンダイヤモンド専門ジュエリーブ
ランド「DiALY（ディアリー）」は、㈱
DONUTS（東京都渋谷区、代表取締
役:西村啓成）が主催し、全国の専門
学校・短期大学（短大）・大学・大学院
に在籍する女性を対象とした日本最大
級のキャンパスミスコン「Campu -
sAward 2026」において、ジュエリー
協賛スポンサーとして参画することを
発表した。
　「CampusAward」は、2020年の初
開催から今回で6回目を迎える全国の
専門学校・短期大学（短大）・大学・大
学院に在籍する女性を対象とした日本
最大級のキャンパスミスコン。メインプ
ロデュースに日本最大級のファッショ
ン＆音楽イベント「GirlsAward」を迎
え、行動次第で誰もが有名になれる可
能性があるこの時代に、夢を叶えるた
めのチャンスを与えたいという想いか
ら誕生している。
　同オーディションでは、DONUTSが
開発・運営するライブ配信＆動画アプリ
「ミクチャ」によるライブ配信と動画投稿
による審査、SNS審査、面接審査などを
実施し、栄えあるグランプリを決定する。

　外見的な魅力だけでな
く、発信力・表現力・個性・
挑戦する姿勢などを総合
的に評価し、自分らしさを
発信し続ける、次世代を担
う若者の活躍を後押しして
いる。
　DiALYは、「毎日を、もっ

と自由に、美しく。」をコンセプトに、ラボ
グロウンダイヤモンドという新しい選択
肢を通じて、“自分らしい価値観を大切
にする生き方”を応援してきた。「Cam-
pusAward」に挑戦する学生たちが持
つ「固定概念にとらわれない姿勢」「自
分自身を表現する勇気」「未来に向け
た挑戦」は、DiALYが大切にしている
価値観と重なる。
　その想いから今回、次世代の象徴と
もいえる学生たちを応援する取り組み
として、「CampusAward 2026」への
ジュエリー協賛を決定した。
　DiALYは「CampusAward 2026」
において、ラボグロウンダイヤモンドを
使用したジュエリーの提供コンテスト
を彩るビジュアル・体験価値のサポー
トを通じて、出場者一人ひとりの魅力
がより引き立つ場づくりに貢献する。
　また、ジュエリーを単なる装飾品とし
てではなく、「価値観を表現する存在」
として届けることを目指している。
　DiALYは今後も、次世代を担う若
者、新しい価値観を持つ人々、自分ら
しい選択を大切にするすべての人を応
援する取り組みを通じて、ジュエリーの
あり方そのものをアップデートしていく
ことを目指すとしている。

日本最大級のCampusAward2026に
ラボグロウンダイヤで協賛し、次世代を応援
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　研究職というのは、優秀な頭脳と物
事を見極めてみたいという探求心と好
奇心、加えて世事に疎いほど没頭する
力がないと成り立たない。あちこちと周
囲が見えすぎて焦点が定まらないので
は困るし、また家庭不和のようなメンタ
ルストレスも研究の世界ではとりわけて
集中力の邪魔になる。理解のある人間
関係に恵まれるという運も大切な味方
ではある。がそれらはみな道具立てで
あって、根っこに通説と格闘するほどの

問題意識が本人の
中に生きていなけ
れば、研究者として
は大成しない。
　人間の体にはミ
クロの世界の外敵 
細菌、ウィルス、雑
菌などの病原性微
生物から自らを防
御する免疫という
機能が息づいてい
る。この機能が正
常に働くことで

我々は日々健康でいられる。そのシステ
ムは驚くほど精密なもので生来の自然
免疫と後天的な獲得免疫が二重三重
に絡み合いながら進入してきた外敵を
駆除している。免疫細胞の主役である
マクロファージ、好中球、樹状細胞が血
液の流れに乗って全身をパトロールし
て、もしも敵が強力な場合にはさらなる
応援（T細胞やキラーT細胞）を頼んで
バトルを挑んでいる。健康とは免疫の
戦いだとも言える。このシステムはス

トーリーとして分かりやすいのだが、厄
介なのは私たちの体の中に一定量、自
分の正常な細胞を攻撃してしまう免疫
細胞が存在するという事実である。こ
の免疫細胞が何らかのきっかけで暴
走すると関節リュウマチや多発性硬化
症のような自己免疫疾患を発症する。
この発症する/しないのメカニズムは長
い間謎であったが、胸腺で産生する
「制御性T細胞」を坂口志文が発見し
て解明の道筋ができた。
　「制御性」という名称の通りこのT細
胞は「免疫反応を抑制的に制御するよ
うに働く免疫細胞で」この細胞と自己
攻撃細胞のバランスの上に免疫系自
体がその恒常性を得ているという。そ
れゆえもし制御性T細胞の力が弱まる、
あるいは生まれつきその活性力に難が
ある場合自己疾患を発症しやすいとい
うことである。
　不思議に思うのはそもそもなぜ自分
の体を外敵から守るはずの免疫という
体系の中に自己攻撃型の細胞が存在
するのであろうか。体の中に無駄なもの

が存在するとは思えないから何らかの
存在必然性があるはずなのだがはっき
りしていない。我々人類の免疫体系は
石器時代ころに最適になったそうだ
が、二律背反の細胞の存在は体という
ものの歴史性と深くつながっているの
ではないかと考えてみると興味深い。
　坂口志文はその著「制御性T細胞と
は何か」（BLUE BACKS）の中で研究
生活をふりかえっている。免疫の世界
に魅せられたこと、気の遠くなるほどの
微細な作業の連続に苦闘したこと、論
文内容が傍流のために日の目を見な
かったこと、研究費の捻出のために奨学
金の獲得に東奔西走したこと、その渦中
にあっても自らの問題意識を手放さな
かったこと。研究の歩みがこの本には詰
まっている。氏はノーベル賞を受賞した
がその世俗的な栄誉以上に免疫の世界
に一つの道標を立てたことのほうがはる
かにうれしかったに違いない。研究者と
いうものはそういうものだろうと思う。
         　　　　  カナリア（貧骨改め）
　　   cosmoloop.22k@nifty.com

「制御性T細胞とはなにか」
（坂口志文/塚崎朝子）を読んで
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